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 沖縄は 22 度です。何か肌寒い感じがします。秋口、25 度位から 22 度になるのと

春口 18 度位から 22 度になるのでは、少し寒さが違うようです。 
 
「機械との競争」(2013 年日経 BP 社発行 エリック・ブリニュルフソン及びアンド

リュー・マカフィー著 村井章子訳)を読んでショックを受けた。情報技術が雇用、技

能、賃金、経済におよぼす影響についての MIT(マサチューセッツ工科大学／研究チ

ーム)による恐るべき最新レポートだ。 
2007～9 年のアメリカの大不況(Great Recession)は終結した。2010 年、国内総生

産(GDP)は、年率 2.6％の成長率を記録し、設備及びソフトウェアの投資はこれまで

のピークの 95％にまで回復し、企業収益も史上最高水準に達したという。しかしア

メリカ企業は大不況が終っても雇用を再開しなかった。失業率は 8％台から下がらず、

労働年令人口の就業率は 64％程度に止まっている。 
 
仕事はどこへ行ってしまったのか？この社会現象は一体何を意味するのか？ 

この問いに対する経済学者の説明は、①景気循環説 ― ショックが大きすぎて需要

が不充分で、景気回復が弱い。1929 年の大恐慌の後遺症ほどではないとしても。②

停滞説 ― 現在の苦境は景気循環の一局面ではなく、低迷、イノベーションを生み出

す能力の長期的な低迷が原因だとする。手の届く枝から果実が姿を消しつつあるとい

うことだ。③雇用喪失説 ― 技術の進歩が早すぎ、人間の役割が減っていく時代にな

った。本書はこの第 3 説の脅威を解説している。数年先に、数 10 年先に、いつかの

時点で、平均的な人間の従事している仕事を機械がこなせるようになり、人は新たな

職を見つけにくくなるという。 
 

「人間の手が導かなくとも杼が布地を織り上げ、ばちが堅琴をかき鳴らすなら、親方

はもう職人がいらなくなるだろう ― アリストテレス」(同書 6 頁から引用)コンピュ

ーターが人間の領分を今までにない速度と規模で浸食しはじめたのである。 
 
それがデジタルオートメーション、「第二の経済」の存在であるとする。ATM から

現金を引出すとき、空港で自動チェックイン機を利用するとき、コンピューターが自

動車を運転するのを見たとき、テクノロジーが人手を駆逐したのに気が付く。それが

失業率の高止まりの原因、雇用喪失説だという。コンピューター(ハード、ソフト、

ネットワーク)は、この先さらにパワフルに、高度になり、人間の労働市場を脅かし、

深刻で長期的な打撃を与えるのだ。人間のある種のスキルはこれまで以上に欠くこと

はできないが、それ以外の多くのスキルは高度なデジタル時代には通用しなくなるか

もしれない。ドラッカーが晩年になって、コンピューターは「愚か者」ではなく新し

い産業の到来を告げるテクノロジーだと言った言葉（第四次情報革命）を想い出す。 


